
環境TEC
断熱（排ガス）を目的とした使用例



環境TEC
保温を目的とした使用例



環境TEC
調湿を目的とした使用



環境TEC
仕上げ材として使用



環境TEC
電気設備

壁や床のケーブル貫通部の処理（ケイ酸カルシウム板二種）



環境TEC
給排水設備



環境TEC
空調設備

ペリメータカウンター内部の吹付け



環境TEC
昇降機

小荷物専用昇降機 小荷物専用昇降機シャフト



環境TEC石綿含有建材の使用部位（ビル）
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環境TEC石綿含有建材の使用部位（戸建て）

レベル３



JIS A 1481建材中のアスベスト測定



環境TEC気中のアスベスト分析方法

総繊維数と して標記

アスベストの同定 ・計数

総繊維数
1 f/L 超過

総繊維数
1 f/L 以下

一般環境で捕集した試料

電子顕微鏡法
※A-SEM、A-TEM  どちらでも可

位相差顕微鏡法

電子顕微鏡法
※A-SEM、A-TEM  どちらでも可

アスベストの同定 ・計数

総繊維数を減らすため
に、低温灰化も可



環境TECJIS A 1481法 2022年

JIS A 1481-1,-4（注釈）

建材製品と天然鉱物のアスベスト分析に使用でき、不純物として混入
した建材製品の分析にも使用できる。
JIS A-1481-2,-3（注釈）
建材製品のアスベスト分析だけに使用できる

JIS A 1481-1
「市販バルク材からの試料採取及び定性的判定方法」
JIS A 1481-2
「試料採取及びアスベスト含有の有無を判定するための定性分析方法」
JIS A 1481-3
「アスベスト含有率のＸ線回折定量分析方法」
JIS A 1481-4
「質量法及び顕微鏡法によるアスベストの定量分析方法」
JIS A 1481-5（2021年）
「Ｘ線回折法によるアスベストの定量分析方法」
（第1部の定性的判定方法を用いる場合の方法）



環境TECアスベストを定量する必要条件

石綿則に基づく事前調査のアスベスト分析マニュアル【1.20 版】平成 30 年３月 厚生労働省

含有物の種類 JIS A1481-4による定量分析
商業的に

製造された製品
商業製品に何らかの産業利用されていたアスベストが確認
された場合、さらなる定量分析は要求されない

その他の素材
5％以下でアスベストが含有していると目視評価された場
合、規制対象の基準（重量比0.1％）を超過かどうか正確に
判定するためには定量分析が必要である

JIS A 1481-1の定性分析で含有になって、 JIS A 1481-4の定量分析
が必要となるケース

・吹付けバーミキュライトにトレモライトアスベスト、ウインチャイトア
スベスト、リヒテライトアスベストが不純物として含有しているケース
・床用ビニルタイル、塗材など層状試料で、推定含有率が0.1％前
後のケース
・目視評価が「検出」の場合

石綿則等国内法令の規制対象であることの判断


